




　今回、第5回奈良県立医科大学口腔外科関連病院学術研究会に参加
させていただきました。そこで「上下顎骨に複数の嚢胞様病変を認め
た1例」のタイトルで発表してきました。この学会には奈良県立医科
大学口腔外科関連病院の医局員および歯科衛生士が多数参加しており、
様々な発表があり、様々な症例について学ぶことができましたので、
今後の臨床にもしっかりいかしていきたいと思います。

　第55回日本看護学会学術集会で演題発表しました。
　9月27日～29日熊本城ホールで開催された第55回日本看護学
会学術集会にて看護師長間の取り組みをポスター発表しました。

　　

　会場では、多くの参加者が聴講し、
積極的な意見交換がなされました。
どの施設でも同じような困りごとや

看護管理者としての課題があり、他の施設の看護管理者と意見交換す
ることで共感することが多くありました。発表以外にも貴重なセッ
ションやシンポジウムが開かれており、これからの看護の担い手を増
やしていくための方向性や働き続けられる職場づくりへの工夫が示唆
されていました。看護部では今後も積極的な学会発表や参加を行って
いこうと考えています。

　9月29日に熊本県で開催された、第55回日本看護学会学術
集会に参加し、「がん薬物療法中にCOVID-19に罹患した肺
がん患者の思い」と題した看護研究をポスター発表しました。
　同学会には、全国各病院の看護師が多数参加しており、私た
ちが発表したブースでは、治療方針や退院に向けた場面など
様々な場面での患者さんやその家族の意思決定に関する演題が
多く発表されていました。日々患者さんと関わるなかで、患者
やその家族の意思決定を支えていくことの大切さ、支援体制を
整えていくことの大切さを学ぶことができました。
　ここでの学びを今後の現場で活かしていきたいと思います。

演題 ： 経験の浅い看護師長の成長を促す支援
　　　　　　　　 　～看護師長おしゃべり会の効果～
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　今年もおせち試食会を開催いたします。1月1日に患者さんに提供しているおせち料理を
一般の方にも味わって頂こうと企画しました。試食をしながら正月の食事に関する講話も同
時に聞いて頂きます。
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開催日　　令和6年12月31日（火）　
　　　　　午前11時30分～午後1時頃
　場　所　　松阪市民病院　講義室（2階）
　定　員　　30名
　対　象　　どなたでも参加OK
　　　　　（中学生以下はご遠慮下さい）　
　参加費　　300円（食材費として）
　申し込み方法　　はがきで郵送して応募後、抽選になります。（はがき1枚につき2人まで応募可能）
　受付締め切り　　12月15日（日）必着
　　　　　　　　住所　〒515-8544　　松阪市　殿町1550
　　　　　　　　松阪市民病院　栄養管理室　おせち試食会担当者　宛
　必要記入事項　　住所・代表者氏名・2名で申し込みの場合は参加者の氏名
　　　　　　　　代表者連絡先（電話番号）　

＊受付終了後、抽選にて当選された方に12月20日頃ご案内のはがきを発送いたします。
　はがきは参加引き替え券となりますので、当日ご持参下さい。
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　令和6年度看護師復職支援研修会を10月17日に開催しました。研修会には3名の潜在看護師の方
が参加されました。
　実技の前に、ナーシングスキルの動画を用い穿刺時の注意事項など視聴し、模擬腕を使用して採
血やサーフロ留置を行いました。輸液ポンプの取り扱いは、手順書に沿って説明や輸液セットを設
定したりと、以前の医療機器との違いに戸惑いつつも、実際に手で触れながらの研修でした。
　参加者のなかには実践現場から5年から10年離れている方もいましたが、「離れていても体は覚
えていますね」といった言葉も
聞かれ笑顔もみられる研修とな
りました。
　今回の復職支援研修で最新の
医療機器や看護技術の演習を行
い、看護現場への復職の機会と
なることを期待します。

　令和6年度看護師復職支援研修会を10月17日に開催しました。研修会には3名の潜在看護師の方
が参加されました。
　実技の前に、ナーシングスキルの動画を用い穿刺時の注意事項など視聴し、模擬腕を使用して採
血やサーフロ留置を行いました。輸液ポンプの取り扱いは、手順書に沿って説明や輸液セットを設
定したりと、以前の医療機器との違いに戸惑いつつも、実際に手で触れながらの研修でした。
　参加者のなかには実践現場から5年から10年離れている方もいましたが、「離れていても体は覚
えていますね」といった言葉も
聞かれ笑顔もみられる研修とな
りました。
　今回の復職支援研修で最新の
医療機器や看護技術の演習を行
い、看護現場への復職の機会と
なることを期待します。

主任看護師　中森　健介






